
平成２５年度 新たな学校防災教育推進協議会 

 

仙台市教育委員会は，東日本大震災を踏まえて，児童生徒が自助・共助の力を確実に

習得できるように，学校防災教育を充実させることを重要な教育課題と捉えて取り組ん

でいます。 

そこで，平成２４年度には市内の小中学校１８校を新たな学校防災教育モデル校に指

定して先進的な取組を実践するとともに，学校における防災教育の課題などについて検

討するために，新たな学校防災教育推進協議会を設置しました。 

平成２５年度は引き続き，新たな学校防災教育推進協議会を設置し，先進的な取組を

進める１７校の新たな学校防災教育モデル校とともに，文科省より指定を受け，「（仮称）

防災安全科」の創設に向けた研究を開始した研究開発学校の七郷小学校をオブザーバー

に加え，学校における防災教育の課題などについてさらに検討を進めました。 

 

＜新たな学校防災教育推進協議会の構成＞ 

【委員】（１１名） 

・ 有識者（３名） 東北大学教授（１名），東北工業大学教授（１名） 

           仙台管区気象台防災情報調整官（1名） 

・ ＰＴＡ代表（２名） 仙台市ＰＴＡ協議会役員 

・ モデル校校長代表（５名） 各区 1名 

・ 新防災教育副読本編集委員長（１名）  

【ワーキンググループ】（１７名） 

・ モデル校担当者（防災担当主幹教諭または防災主任）各校 1名 

【オブザーバーメンバー】（２名） 

・ 消防局参事 

・ 「（仮称）防災安全科」研究開発学校 七郷小学校防災主任 

【事務局】 

・ 教育局（学校教育部長，学校教育部参事，教育指導課長，教育センター所長） 

・ 教育指導課担当主幹及び主任指導主事 

 

＜新たな学校防災教育推進協議会の１年間の歩み＞ 

 

年 月 日 会 議 名 内      容 

平成 25年 

4月 

22 指定状交付式 

（モデル校担当者会） 

各校で取組案検討 

 

６月 

 

３ 第１回 

新たな学校防災教育推進協議会 

・ モデル校における新たな防災教育推進

計画についての情報共有と意見交換 

取組案確定・実践 

 

 



  １０月 29 第２回 

新たな学校防災教育推進協議会 

 中間報告 

 

平成 26年 

１月 

31 「学校防災教育フォーラム  in 

せんだい」の開催（楽楽楽ホー

ル） 

テーマ「新たな学校防災教育に

求められるもの」 

  モデル校の内，1校が代表して 

 実践発表 

２月 13 第３回 

新たな学校防災教育推進協議会 

 

最終報告会 

・協議会としてのまとめ  まとめ 

 

 

   ３月  ・ 平成２６年度「杜の都の学校教育」新たな学校防災教育指針の改訂 

・ モデル校実践報告書のＷＥＢ配信 

・ 新防災教育副読本の小改訂（新年度，小学校 1・４年生，中学校 1年生に

配付） 

 


